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円
で
す
。

円
で
す
。

本
年
度
、
第

本
年
度
、
第
33
次
男
女
共
同
参
画
計
画

次
男
女
共
同
参
画
計
画

が
最
終
年
度
と
な
る
事
か
ら
、
次
の

が
最
終
年
度
と
な
る
事
か
ら
、
次
の
55
かか

年
を
第

年
を
第
44
次
計
画
と
し
て
審
議
会
に
諮
問

次
計
画
と
し
て
審
議
会
に
諮
問

書
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。

書
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
天
候
不
順
に
よ
り
中
止
と

昨
年
度
は
天
候
不
順
に
よ
り
中
止
と

し
ま
し
た
朝
日
村
地
震
総
合
防
災
訓
練
を

し
ま
し
た
朝
日
村
地
震
総
合
防
災
訓
練
を

99
月月
77
日
に
行
い
ま
す
。災
害
時
に
自
助
・

日
に
行
い
ま
す
。災
害
時
に
自
助
・

共
助
・
公
助
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
自
助
の

共
助
・
公
助
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
自
助
の

後
に
お
隣
ど
う
し
・
近
所
ど
う
し
で
助
け

後
に
お
隣
ど
う
し
・
近
所
ど
う
し
で
助
け

合
う「
近
助
」
を
是
非
実
施
し
て
い
た
だ

合
う「
近
助
」
を
是
非
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
企
画
財
政
課
関
係
】

長
野
県
食
肉
公
社
の
関
係
に
つ
い
て
報

長
野
県
食
肉
公
社
の
関
係
に
つ
い
て
報

告
を
い
た
し
ま
す
。
既
に
新
聞
報
道
等
が

告
を
い
た
し
ま
す
。
既
に
新
聞
報
道
等
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
昨
日
、
長
野
県

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
昨
日
、
長
野
県

食
肉
公
社
よ
り
、
地
権
者
並
び
に
地
区
住

食
肉
公
社
よ
り
、
地
権
者
並
び
に
地
区
住

民
に
説
明
会
が
持
た
れ
、
朝
日
村
西
洗
馬

民
に
説
明
会
が
持
た
れ
、
朝
日
村
西
洗
馬

原
を
移
転
先
候
補
に
挙
げ
て
お
り
ま
し
た

原
を
移
転
先
候
補
に
挙
げ
て
お
り
ま
し
た

食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
関
し
、
建

食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
関
し
、
建

設
費
の
高
騰
等
に
よ
り
移
転
新
設
を
断
念

設
費
の
高
騰
等
に
よ
り
移
転
新
設
を
断
念

す
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
朝
日

す
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
朝
日

村
と
い
た
し
ま
し
て
も
誘
致
を
積
極
的
に

村
と
い
た
し
ま
し
て
も
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
大
変
残
念
で

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
大
変
残
念
で

あ
り
ま
す
。
西
洗
馬
原
は
今
後
と
も
工
業

あ
り
ま
す
。
西
洗
馬
原
は
今
後
と
も
工
業

団
地
化
計
画
を
推
進
し
、
新
た
な
企
業
誘

団
地
化
計
画
を
推
進
し
、
新
た
な
企
業
誘

致
活
動
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

致
活
動
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

ま
し
た
。
特
に
各
分
館
主
催
の
納
涼
祭
・

ま
し
た
。
特
に
各
分
館
主
催
の
納
涼
祭
・

日
程
を
早
め
た
お
夏
ま
つ
り
・
鉢
盛
山
登

日
程
を
早
め
た
お
夏
ま
つ
り
・
鉢
盛
山
登

山
マ
ラ
ソ
ン
・

山
マ
ラ
ソ
ン
・
7878
回
を
数
え
る
盆
野
球
・

回
を
数
え
る
盆
野
球
・

ヤ
マ
メ
の
釣
り
と
つ
か
み
取
り
・
商
工
会

ヤ
マ
メ
の
釣
り
と
つ
か
み
取
り
・
商
工
会

青
年
部
主
催
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
等
、

青
年
部
主
催
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
等
、

各
行
事
と
も
子
ど
も
・
若
者
向
け
の
企
画

各
行
事
と
も
子
ど
も
・
若
者
向
け
の
企
画

に
よ
り
、
賑
わ
い
が
定
着
し
て
き
た
と
感

に
よ
り
、
賑
わ
い
が
定
着
し
て
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
各
種
行
事
が
重
な
る
中
、

じ
て
い
ま
す
。
各
種
行
事
が
重
な
る
中
、

草
刈
り
・
会
場
設
営
・
行
事
の
ス
タ
ッ
フ

草
刈
り
・
会
場
設
営
・
行
事
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ご
協
力
を
頂
い
た
全
て
の
皆
様
の

と
し
て
ご
協
力
を
頂
い
た
全
て
の
皆
様
の

ご
労
苦
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
続
き

ご
労
苦
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
続
き

ま
し
て
、
各
課
重
要
テ
ー
マ
の
進
捗
を
報

ま
し
て
、
各
課
重
要
テ
ー
マ
の
進
捗
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

告
い
た
し
ま
す
。

【
総
務
課
関
係
】

環
境
省
の
進
め
る
太
陽
光
発
電
を
主

環
境
省
の
進
め
る
太
陽
光
発
電
を
主

体
と
し
た
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
自
立
分
散

体
と
し
た
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
自
立
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
事
業
で
す
が
、

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
事
業
で
す
が
、

昨
年
度
は
役
場
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
を

昨
年
度
は
役
場
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
を

設
置
し
、
今
年
度
は
小
学
校
の
屋
根
に

設
置
し
、
今
年
度
は
小
学
校
の
屋
根
に
6060

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
と

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
と
2
0
0

2
0
0

キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
蓄
電
池
を
設
置

キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
蓄
電
池
を
設
置

し
、
併
せ
て

し
、
併
せ
て
L
E
D

L
E
D
照
明
照
明
4
2
4

4
2
4
台
を
台
を

設
置
し
ま
す
。
事
業
採
択
は

設
置
し
ま
す
。
事
業
採
択
は
66
月
下
旬
、

月
下
旬
、

補
助
金
交
付
決
定
は

補
助
金
交
付
決
定
は
88
月
上
旬
に
な
さ

月
上
旬
に
な
さ

れ
、
総
事
業
費
は

れ
、
総
事
業
費
は
11
億億
66
︐︐
6
1
0

6
1
0
万
円
万
円

で
国
庫
補
助
金
は

で
国
庫
補
助
金
は
88
︐︐
0
8
0

0
8
0
万
円
、
地

万
円
、
地

方
債
は

方
債
は
88
︐︐
0
7
0

0
7
0
万
円
で

万
円
で
22
分
の
分
の
11

は
交
付
税
措
置
、一
般
財
源
は

は
交
付
税
措
置
、一
般
財
源
は
4
6
0

4
6
0
万万

歌
手
・
俳
優
と
し
て
国
民
か
ら

歌
手
・
俳
優
と
し
て
国
民
か
ら

親
し
ま
れ
、
村
の
親
善
大
使
を
お

親
し
ま
れ
、
村
の
親
善
大
使
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
し
た
、
上
條
恒

願
い
し
て
お
り
ま
し
た
、
上
條
恒

彦
さ
ん
が

彦
さ
ん
が
77
月月
2222
日
に
ご
逝
去
さ

日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
上
條
恒
彦
さ
ん
は
約

れ
ま
し
た
。
上
條
恒
彦
さ
ん
は
約

半
世
紀
に
渡
り
、
朝
日
村
を
代
表

半
世
紀
に
渡
り
、
朝
日
村
を
代
表

す
る
著
名
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

す
る
著
名
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

村
の
誇
り
で
あ
り
ま
し
た
。特
に
、

村
の
誇
り
で
あ
り
ま
し
た
。特
に
、

信
州
博
覧
会
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

信
州
博
覧
会
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

“
朝
日
村
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
”を
演
出

“
朝
日
村
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
”を
演
出

さ
れ
、挿
入
曲
で
あ
り
ま
し
た“
山

さ
れ
、挿
入
曲
で
あ
り
ま
し
た“
山

は
大
き
く
”
を
作
詞
さ
れ
、
小
学

は
大
き
く
”
を
作
詞
さ
れ
、
小
学

生
や
村
民
に
親
し
ま
れ
る
名
曲
と

生
や
村
民
に
親
し
ま
れ
る
名
曲
と

し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

夏
と
盆
に
行
わ
れ
る
大
型
行
事

夏
と
盆
に
行
わ
れ
る
大
型
行
事

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
盛
況
で
あ
り

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
盛
況
で
あ
り

令和 7 年 9 月議会、村長提案説明
内容を抜粋してお知らせします。
一般質問・審議内容等は議会だよ
りをご覧ください。

令
和
7
年
9
月

村
議
会

村
長
提
案
説
明
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むらはいま

濁
り
の
た
め
、
釣
り
も
つ
か
み
取
り
会
場

濁
り
の
た
め
、
釣
り
も
つ
か
み
取
り
会
場

で
行
い
、
子
ど
も
や
初
心
者
に
は
釣
り
や

で
行
い
、
子
ど
も
や
初
心
者
に
は
釣
り
や

す
い
と
思
わ
ぬ
良
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま

す
い
と
思
わ
ぬ
良
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

小
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
に
つ
い
て

小
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
に
つ
い
て

報
告
い
た
し
ま
す
。一
昨
年
、小
学
校
プ
ー

報
告
い
た
し
ま
す
。一
昨
年
、小
学
校
プ
ー

ル
の
長
寿
命
化
工
事
に
伴
い
費
用
が
多
大

ル
の
長
寿
命
化
工
事
に
伴
い
費
用
が
多
大

に
な
る
事
か
ら
屋
根
の
撤
去
ま
で
議
論

に
な
る
事
か
ら
屋
根
の
撤
去
ま
で
議
論

が
な
さ
れ
、
現
状
で
の
長
寿
命
化
工
事
が

が
な
さ
れ
、
現
状
で
の
長
寿
命
化
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
も
要
望
の

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
も
要
望
の

あ
っ
た
一
般
開
放
を

あ
っ
た
一
般
開
放
を
77
月
下
旬
に

月
下
旬
に
33
日
間
日
間

公
民
館
講
座
と
し
て
行
い
、
参
加
者
数
は

公
民
館
講
座
と
し
て
行
い
、
参
加
者
数
は

延
べ
延
べ
8888
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
一

人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
一

般
開
放
を
進
め
る
と
共
に
、
近
隣
小
中
学

般
開
放
を
進
め
る
と
共
に
、
近
隣
小
中
学

校
の
水
泳
の
授
業
の
要
望
に
も
応
え
て
い

校
の
水
泳
の
授
業
の
要
望
に
も
応
え
て
い

く
方
針
で
す
。

く
方
針
で
す
。

の
為
防
災
無
線
や

の
為
防
災
無
線
や
L
I
N
E

L
I
N
E
で
の
注
意
喚

で
の
注
意
喚

起
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

起
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

秋
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

秋
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
99
月月

1313
日
に
商
工
会
に
よ
る
第

日
に
商
工
会
に
よ
る
第
99
回
大
博
覧
会

回
大
博
覧
会

が
緑
の
コ
ロ
シ
ア
ム
の
他
、
ス
キ
ー
場
駐

が
緑
の
コ
ロ
シ
ア
ム
の
他
、
ス
キ
ー
場
駐

車
場
で
行
わ
れ
、
同
時
に
ク
ラ
フ
ト
体
験

車
場
で
行
わ
れ
、
同
時
に
ク
ラ
フ
ト
体
験

館
祭
り
も
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー

館
祭
り
も
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
場
施
設
の
活
用
で

ン
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
場
施
設
の
活
用
で

は
、
昨
年
と
同
様
に

は
、
昨
年
と
同
様
に
J
A
Z
Z

J
A
Z
Z
コ
ン
サ
ー

コ
ン
サ
ー

ト
が
ト
が
99
月月
2727
日
に
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で

日
に
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
各
種
行
事
に
皆
さ
ん
の

開
催
さ
れ
ま
す
。
各
種
行
事
に
皆
さ
ん
の

お
出
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
出
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
関
係
】

本
年
度
、
朝
日
小
学
校
で
は
、
長
寿
命

本
年
度
、
朝
日
小
学
校
で
は
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
給
食
棟
・
昇
降
口
棟
の

化
計
画
に
基
づ
き
給
食
棟
・
昇
降
口
棟
の

改
修
を
行
っ
て
お
り
、
夏
休
み
の
集
中
工

改
修
を
行
っ
て
お
り
、
夏
休
み
の
集
中
工

事
で
昇
降
口
棟
は
完
了
し
ま
し
た
。
給
食

事
で
昇
降
口
棟
は
完
了
し
ま
し
た
。
給
食

棟
は
年
末
ま
で
工
事
が
か
か
り
、

棟
は
年
末
ま
で
工
事
が
か
か
り
、
22
学
期
学
期

中
は
仕
出
し
弁
当
と
な
り
ま
す
。

中
は
仕
出
し
弁
当
と
な
り
ま
す
。

88
月月
2020
日
に
通
学
路
安
全
点
検
が
行
わ

日
に
通
学
路
安
全
点
検
が
行
わ

れ
、
県
道
新
田
バ
イ
パ
ス
工
事
の
歩
道
の

れ
、
県
道
新
田
バ
イ
パ
ス
工
事
の
歩
道
の

状
況
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

状
況
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

お
夏
ま
つ
り
で
は
、
キ
ツ
ネ
メ
イ
ク
か

お
夏
ま
つ
り
で
は
、
キ
ツ
ネ
メ
イ
ク
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
面
に
趣
向
を
変
え
、
約

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
面
に
趣
向
を
変
え
、
約

22
︐︐
0
0
0

0
0
0
人
が
各
種
催
し
を
楽
し
み
ま

人
が
各
種
催
し
を
楽
し
み
ま

し
た
。

し
た
。

ヤ
マ
メ
釣
り
に
は

ヤ
マ
メ
釣
り
に
は
9090
人
、
つ
か
み
取
り

人
、
つ
か
み
取
り

に
は
に
は
1
5
0

1
5
0
人
が
参
加
し
、
川
の
増
水
や

人
が
参
加
し
、
川
の
増
水
や

て
ま
い
り
ま
し
た
。
完
成
は

て
ま
い
り
ま
し
た
。
完
成
は
33
年
後
と
な

年
後
と
な

り
ま
す
。

り
ま
す
。

本
郷
か
ら
下
洗
馬
間
の
歩
道
設
置
を
県

本
郷
か
ら
下
洗
馬
間
の
歩
道
設
置
を
県

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
通
学
路

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
通
学
路

緊
急
対
策
工
事
と
し
て
一
部
区
間
で
今
月

緊
急
対
策
工
事
と
し
て
一
部
区
間
で
今
月

よ
り
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

よ
り
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

針
尾
の
西
沢
の
砂
防
堰
堤
事
業
で
す

針
尾
の
西
沢
の
砂
防
堰
堤
事
業
で
す

が
、
工
事
用
取
り
付
け
道
路
を
含
め
、
今

が
、
工
事
用
取
り
付
け
道
路
を
含
め
、
今

後
地
元
地
域
に
対
し
て
工
事
説
明
会
が
開

後
地
元
地
域
に
対
し
て
工
事
説
明
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
産
業
振
興
課
関
係
】

農
業
関
係
で
す
が
、
春
作
の
販
売
価
格

農
業
関
係
で
す
が
、
春
作
の
販
売
価
格

低
迷
に
伴
う
農
家
支
援
策
を

低
迷
に
伴
う
農
家
支
援
策
を
J
A
J
A
と
協
と
協

議
を
し
、
堆
肥
補
助
金
の
増
額
を
行
い
た

議
を
し
、
堆
肥
補
助
金
の
増
額
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
補
正
予
算
を
今
議
会
で

い
と
思
い
ま
す
。
補
正
予
算
を
今
議
会
で

審
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。尚
、

審
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。尚
、

現
在
の
野
菜
価
格
は
高
温
に
よ
り
高
値
が

現
在
の
野
菜
価
格
は
高
温
に
よ
り
高
値
が

続
い
て
い
ま
す
。
朝
日
村
で
の
出
荷
量
は

続
い
て
い
ま
す
。
朝
日
村
で
の
出
荷
量
は

平
年
並
み
で
す
が
、
高
温
と
少
雨
の
影
響

平
年
並
み
で
す
が
、
高
温
と
少
雨
の
影
響

で
品
質
に
影
響
が
出
て
い
る
と
の
事
で

で
品
質
に
影
響
が
出
て
い
る
と
の
事
で

す
。
す
。全

国
的
に
熊
の
出
没
と
熊
に
よ
る
人

全
国
的
に
熊
の
出
没
と
熊
に
よ
る
人

身
へ
の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
朝
日

身
へ
の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
朝
日

村
に
お
き
ま
し
て
も
出
没
は
例
年
よ
り
多

村
に
お
き
ま
し
て
も
出
没
は
例
年
よ
り
多

く
、
先
々
週
に
は
軽
症
で
し
た
が
熊
か
ら

く
、
先
々
週
に
は
軽
症
で
し
た
が
熊
か
ら

逃
げ
る
際
転
倒
し
怪
我
を
す
る
人
身
被
害

逃
げ
る
際
転
倒
し
怪
我
を
す
る
人
身
被
害

も
発
生
し
ま
し
た
。
山
に
餌
が
少
な
く
な

も
発
生
し
ま
し
た
。
山
に
餌
が
少
な
く
な

る
時
期
で
も
あ
り
、
今
後
と
も
被
害
防
止

る
時
期
で
も
あ
り
、
今
後
と
も
被
害
防
止

【
住
民
福
祉
課
関
係
】

あ
さ
ひ
診
療
所
等
建
設
工
事
の
地
鎮
祭

あ
さ
ひ
診
療
所
等
建
設
工
事
の
地
鎮
祭

がが
88
月月
2727
日
に
、関
係
者
に
よ
り
行
わ
れ
、

日
に
、関
係
者
に
よ
り
行
わ
れ
、

来
春
に
向
け
工
事
の
安
全
と
建
物
の
無
事

来
春
に
向
け
工
事
の
安
全
と
建
物
の
無
事

完
成
を
祈
り
ま
し
た
。

完
成
を
祈
り
ま
し
た
。

国
と
県
に
よ
る
、
物
価
高
騰
対
応
重

国
と
県
に
よ
る
、
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
支
給

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
支
給

が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
国
の
関
係
で
は

が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
国
の
関
係
で
は

2
3
6

2
3
6
世
帯
に

世
帯
に
33
万
円
と
子
ど
も
加
算

万
円
と
子
ど
も
加
算
11

人人
22
万
円
を

万
円
を
1616
世
帯
に
、県
の
関
係
で
は
、

世
帯
に
、県
の
関
係
で
は
、

7979
世
帯
に

世
帯
に
22
万
円
と
子
ど
も
加
算

万
円
と
子
ど
も
加
算
11
人人

22
万
円
を

万
円
を
55
世
帯
に
支
給
を
い
た
し
ま
し

世
帯
に
支
給
を
い
た
し
ま
し

た
。
た
。

【
建
設
環
境
課
関
係
】

88
月月
2424
日
に
今
年

日
に
今
年
33
回
目
と
な
る
草
刈

回
目
と
な
る
草
刈

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
33

回
の
合
計
で

回
の
合
計
で
5
5
0

5
5
0
名
か
ら
の
参
加
を
い

名
か
ら
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
村
内
美
化
に
ご
協
力
を
い
た
だ

た
だ
き
、
村
内
美
化
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
尾
沢
浄
水
場
建
設
工
事
で
す
が
、

大
尾
沢
浄
水
場
建
設
工
事
で
す
が
、
1212

月
に
工
事
が
完
了
と
な
り
ま
す
。
約

月
に
工
事
が
完
了
と
な
り
ま
す
。
約
33
年年

の
月
日
と

の
月
日
と
99
・・
88
億
円
を
掛
け
て
の
一
大

億
円
を
掛
け
て
の
一
大

事
業
で
し
た
。

事
業
で
し
た
。
1212
月
に
竣
工
式
を
行
う
予

月
に
竣
工
式
を
行
う
予

定
で
す
。

定
で
す
。

役
場
か
ら
古
見
間

役
場
か
ら
古
見
間
6
0
0
m

6
0
0
m
の
県
道
新

の
県
道
新

田
バ
イ
パ
ス
工
事
で
す
が
、
今
年
度
着
工

田
バ
イ
パ
ス
工
事
で
す
が
、
今
年
度
着
工

し
工
事
の
進
捗
も
目
に
見
え
る
形
と
な
っ

し
工
事
の
進
捗
も
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
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歳　　入
科　目 令和 6 年度決算額 令和 5 年度との比較 主な内容

村 　 　 　 　 　 　 税 9 億 6,419 万円 △ 4,792 万円 村民税・固定資産税など
譲 与 税 等 交 付 金 1 億 9,560 万円 2,885 万円 譲与税、地方消費税・地方特例交付金など
地　 方　 交　 付　 税 15 億 8,798 万円 7,304 万円 一定の行政サービスを維持できるよう国から配分されるお金
分担金・負担金・使用料・手数料 1,882 万円 △ 768 万円 保育料・村の施設使用料、社会福祉施設入所者負担金など
国 ・ 県 支 出 金 5 億 8,615 万円 1 億 4,745 万円 国・県から支出される負担金・補助金・委託金
繰 　 　 　 入 　 　 　 金 1,548 万円 1,474 万円 基金の取り崩し
繰 　 　 　 越 　 　 　 金 1 億 6,600 万円 3,586 万円 前年度からの繰越金
村 　 　 　 　 　 債 5 億 1,480 万円 △ 1 億 4,710 万円 村が国などから借り入れたお金
そ の 他 8,383 万円 461 万円 基金利子や土地売却などの財産収入、寄附金、諸収入など

合　計 41 億 3,285 万円 1 億 185 万円

歳　　出
科　目 令和 6 年度決算額 令和 5 年度との比較 主な内容

人 件 費 6 億 7,450 万円 1,827 万円 職員給与、議員報酬、各種委員報酬など
扶 助 費 3 億 1,643 万円 788 万円 生活困窮者・児童・老人・心身障がい者などを援助するお金
公 債 費 3 億 3,933 万円 △ 9,754 万円 借入金の返済にあてるお金
物 件 費 等 5 億 2,877 万円 9,570 万円 備品・消耗品の購入、旅費、賃金、委託料、光熱水費など
補 助 費 等 6 億 8,214 万円 △ 1,690 万円 特定の団体や事業への補助金や交付金
普 通 建 設 等 事 業 費 9 億 2,567 万円 △ 358 万円 道路・橋・学校など公共施設の建設や災害復旧に要するお金
積 立 金 2 億 89 万円 7,281 万円 基金へ積み立てたお金
繰 出 金 1 億 9,980 万円 △ 81 万円 特別会計へ繰り出したお金
そ の 他 7,588 万円 258 万円 投資・出資金・貸付金など

合　計 39 億 4,341 万円 7,841 万円

歳入総額
41億3,285万円

自 主財源
30.2%30.2%

依
存
財源69.8%69.8%

村税
9億6,419万円（23.3%）

分担金・負担金
使用料・手数料
1,882万円（0.5%）

繰入金
1,548万円（0.4%）

繰越金
1億6,600万円（4.0%）

その他
8,383万円
（2.0%）

譲与税等交付金
1億9,560万円
（4.7%）

地方交付税
15億8,798万円（38.4%）

国・県支出金
5億8,615万円
（14.2%）

村債
5億1,480万円
（12.5%）

歳出総額
39億4,341万円

人件費
6億7,450万円（17.1%）

扶助費
3億1,643万円
（8%）

公債費
3億3,933万円
（8.6%）

物件費等
5億2,877万円（13.4%）

補助費等
6億8,214万円（17.3%）

普通建設等事業費
9億2,567万円
（23.5%）

積立金
2億89万円
（5.1%）

繰出金
1億9,980万円（5.1%）

その他
7,588万円（1.9%）

義 

務 

的 

経 

費
投
資
的
経
費

消費的経費

そ の 他 

33.7%

繰出金

積立

金 5.1%
1.9%

23.5%

30.7%

歳  出歳  出歳  入歳  入

5.1%

⃝村税は4,792万円（△4.7％）の減額となりました。
⃝地方交付税は、7,304万円（4.8％）の増額となりました。
⃝国・県支出金は二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金の増等により、
1億4,745万円（33.6％）の増額となりました。

⃝繰入金は、保健福祉基金繰入金の増により1,474万円（1992.4％）の増額となりました。
⃝村債は、緊急防災・減災事業債等の減により、1億4,710万円（△22.2％）の減額となりました。
⃝その他は、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金などの増により461万円（5.8％）の
増額となりました。

⃝人件費は、会計年度任用職員の手当の増加等により、1,827万円（2.8％）の増
額となりました。

⃝扶助費は、物価高騰支援臨時給付金給付事業により、788万円（2.6%）の増額
となりました。

⃝公債費は、9,754万円（△22.3%）の減額となっていますが、令和6年度には、繰
上償還を行わなかったことによります。

⃝物件費等は、9,570万円（22.1％）の増額となりました。

⃝補助費等は、1,690万円（△2.4%）の減額となりました。
⃝普通建設等事業費は、庁舎地域レジリエンス自立分散型エネルギー設備導
入工事、小学校特別教室棟長寿命化改修工事を実施し、前年度比では358
万円（△0.4％）の減額となりました。

⃝積立金は、7,281万円（56.9％）の増額となりました。
⃝繰出金は、81万円(△0.4%）の減額となりました。

令和6年度　普通会計※決算にみる

村 の 財 政 状 況
一般会計の収支は1億5,646万円の黒字となりました。

※普通会計…一般会計のほか、特別会計のうち地方公営事業会計に係るもの以外の会計を統合して1 つにまとめたもの。朝日村では普通会計＝一般会計をいう。
※決算統計に基づいた数値を記載。なお、表示単位未満端数処理により合計が一致しない場合があります。

むらはいま
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会
計
別
決
算
状
況

会  計  名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
一 般 会 計（ 普 通 会 計 ） 41億3,285万円 39億4,341万円 1億8,944万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5億6,669万円 5億5,856万円 813万円
介 護 保 険 特 別 会 計 6億2,193万円 6億1,765万円 428万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5,979万円 5,979万円 0万円
あさひプライムスキー場事業特別会計 897万円 897万円 0万円

簡易水道事業会計 （ 収 益 的 収 支 ） 1億4,481万円 1億 238万円
（ 資 本 的 収 支 ） 2億6,717万円 2億9,158万円

下 水 道 事 業 会 計 （ 収 益 的 収 支 ） 3億7,498万円 2億4,759万円
（ 資 本 的 収 支 ） 3,131万円 2億 674万円

■ 基金内訳
❖財政調整基金…不測の事態に対応したり、年度間の財政不足
額の調整を行ったりします。令和6年度末は約27億円。

❖特定目的基金…主なものに「文教施設整備基金」「保健福祉
基金」などがあります。令和6年度末は総額約8億円。

■ 地方債残高
庁舎地域レジリエンス自立分散型エネルギー設備導入事業、
小学校特別教室棟長寿命化事業等の実施による新規債を発
行したことにより令和6年度末は約25.1億円となりました。

村の貯金（基金残高）と借金（地方債残高）（
億
円
）

H30年R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年
0
5
10
15
20
25
30
35
40

貯金
借金

目的別歳出

民生費
・保育園長寿命化工事
・児童手当給付事業
・障がい児者の地域生活支援等

農林水産業費
・松くい虫防除対策事業
・県営中山間地域総合整備事業
・豪雨災害対策事業

土木費
・道路長寿命化事業
　（古見幹1号線ほか10路線）
・橋梁長寿命化事業
　（三俣橋ほか）

教育費
・小学校長寿命化改修工事
　（特別教室棟）
・小学校給食費無償化事業
・子どもの居場所づくり事業
　（子ども食堂）

消防費
・拠点避難地整備事業
・地域活動助成事業

衛生費
・村内医療体制関連事業（診療所）
・予防接種事業
・ごみの適正処理事業

商工費
・商工業振興条例補助金
・生活支援商品券配布事業

総務費
・庁舎地域レジリエンス自立分
散型エネルギー設備導入工事
・行政情報標準化システム移行
事業
・防災行政無線整備事業

主な内容

令和6年度の主要事業令和6年度の主要事業

歳出総額
39億4,341万円

総務費
8億5,157万円
（21.6％）

民生費
7億6,508万円
（19.4％）

衛生費
1億5,414万円
（3.9％）

農林水産費
2億138万円（5.1％）

商工費
9,007万円
（2.3％）

土木費
5億5,048万円
（14.0％）

消防費
1億4,298万円
（3.6％）

教育費
5億8,319万円
（14.8％）

公債費
3億3,933万円
（8.6％）

その他
2億6,520万円
（6.7％）

むらはいま
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̶

̶

̶

実質公債費比率・将来負担比率の推移

令和6年度決算に基づく健全化判断比率等
実質
赤字比率

一般会計等
の赤字額が
標準財政規
模（※）に占め
る割合

連結実質
赤字比率

村全会計の
赤字額が標
準財政規模
に占める割合

実質
公債費比率

一般会計が
借金等の返
済に充てた額
が標準財政
規模に占める
割合

将来
負担比率

一般会計が
将来負担す
べき借金等
の債務が標
準財政規模
に占める割合

資金
不足比率

公営企業会
計それぞれの
赤字額が標
準財政規模
に占める割合

健全化判断
比率等

算定の対象
となる会計

一　般　会　計

国民健康保険

介 護 保 険

後期高齢者医療

　　  簡易水道

　　  下　水　道

　　  スキー場

公
営
企
業
会
計

公
営
事
業
会
計

朝
日
村

一部事務組合・広域連合

朝日村土地開発公社

朝日村の比率

早期健全化基準

財政再生基準
（※）標準財政規模：村税や普通交付税など、毎年、経常的に見込まれる収入の規模

簡易水道

下水道

スキー場

̶

15.00
20.00

̶

20.00
30.00

7.7

25.00
35.00

̶

350.00 20.00

（単位 ： ％） 「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）に
基
づ
き
、
令
和
6
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

等
を
公
表
し
ま
す
。

ど
の
指
標
も
、法
律
に
従
っ
て
財
政
健
全
化
が
義
務
づ
け
ら
れ
る「
早
期
健
全
化
基
準
」「
財
政
再
生
基
準
」を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
も
将
来
負
担
比
率
は
借
金
等
の
債
務
よ
り
貯
金
残
高
が
上
回
っ
た
た
め
、算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

朝
日
村
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す

■実質公債費比率
　実質公債費比率は、前年度比0.6ポイント上昇し、7.7％となりま
した。令和元年度より朝日村の水道・下水道事業は公営企業法の
適用を行い、資産や経営の状況をより的確に把握していく中で、資
本費平準化債の活用をしていましたが、令和４年度から借入を行
わなかったことや負担が改善されたこと、普通交付税額等が減少
したことにより、数値が増加しました。
※参考　長野県内市町村平均（速報値）

●将来負担比率
　将来負担比率は、将来にわたる負債（借金など）に対し、負債の返
済に可能な資産（基金など）が上回っているため、比率無しとなりま
した。村では平成23年度決算以降、比率無しとなっています。

将来負担比率実質公債費比率

5.3%5.3% 4.9%4.9%
4.4%4.4%

6.8%6.8% 7.1%7.1% 7.7%7.7%

0.0%0.0%0.0%0.0% 0.0%0.0%0.0%0.0% 0.0%0.0% 0.0%0.0%
0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

10.0％

12.0％

R2
決算

R1
決算

R3
決算

R4
決算

R5
決算

R6
決算

むらはいま
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むらはいま

◉
主
な
審
査
意
見

一
般
会
計

＊
令
和
6
年
度
決
算

　

人
件
費
は
2
・
8
%
、扶
助
費
は
2
・
6
%

と
増
加
し
て
お
り
、義
務
的
経
費
の
増
加
は

財
政
の
硬
直
化
を
招
く
要
因
と
な
る
こ
と
か

ら
、人
件
費
の
推
移
お
よ
び
扶
助
費
の
動
向

に
つ
い
て
は
、今
後
も
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

＊
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
導
入
事
業

　

庁
舎
消
費
電
力
の

6
割
を
賄
い
、
地
域

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
能
力

の
確
保
と
脱
炭
素
化

を
実
現
。
今
後
設
備

の
保
守
や
更
新
費
用

を
考
慮
し
、
計
画
的

な
運
用
を
求
め
た
い
。

＊
自
治
体
D
X
推
進
事
業（
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
移
行
事
業
等
）

　

予
定
通
り
稼
働
を
開
始
。職
員
と
ベ
ン
ダ
ー

の
協
力
の
成
果
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。一

方
で
当
村
の
規
模
や
業
務
実
態
に
適
合
し
て

い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
部
分
も
多
く
、不

具
合
等
の
改
善
策
の
検
討
を
求
め
た
い
。

＊
診
療
所
建
設
事
業

　

医
師
の
募
集
、設
計
業
務
等
は
大
き
な
変

更
な
く
進
み
、本
年
度
よ
り
建
設
工
事
に
着

手
。物
価
や
人
件
費
の
上
昇
に
伴
う
事
業
費

増
額
は
、社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、や
む
を
得
な

い
対
応
で
あ
る
。

＊
住
宅
耐
震
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
事
業

　

9
件
の
住
宅
耐
震
診
断
と
7
箇
所
の
集
会

所
の
耐
震
診
断
を
実
施
。補
助
対
象
外
の
住

宅（
改
修
・
増
設
を
行
っ
た
住
宅
）へ
の
診
断

の
必
要
性
や
支
援
の
検
討
が
望
ま
れ
る
。

　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、保
護
者
か
ら
要
望

が
あ
っ
た
通
学
路
沿
い
1
件
の
撤
去
工
事
を

実
施
。住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、必
要
性
の

周
知
の
継
続
を
求
め
る
。

＊
農
業
振
興
事
業（
担
い
手
確
保
・
育
成
）

　

新
規
就
農
を
志
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

2
名
が
定
住
す
る
こ
と
な
く
3
年
間
の
任
期

を
満
了
。担
当
課
の
日
常
的
な
相
談
対
応
等

が
充
分
で
あ
っ
た
か
。村
に
と
っ
て
必
要
な
人

材
を
見
極
め
る
た
め
の
選
定
基
準
の
整
備
が

望
ま
れ
る
。

＊
公
民
館
周
辺
施
設
再
編
基
本
構
想
策
定
業
務

　

検
討
委
員
会
で
議
論
さ
れ
、基
本
構
想
・
基

本
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。設
計
に
関
す
る

委
託
成
果
は
非
常
に
詳
細
か
つ
整
理
さ
れ
た

資
料
で
あ
り
、高
く
評
価
で
き
る
。ま
た
、職

員
の
庁
内
検
討
委
員
会
を
構
成
し
横
断
的
に

よ
り
効
果
的
な
検
討
成
果
を
得
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

保
険
税
の
調
定
額
に
対
す
る
徴
収
率
は
滞

納
繰
越
分
を
含
め
94
・
5
%
（
現
年
分
98
・

2
%
）
で
あ
っ
た
。
徴
収
率
の
向
上
の
た
め
、

制
度
の
周
知
や
口
座
振
替
の
推
進
等
、納
付

環
境
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

　

保
険
料
の
調
定
額
に
対
す
る
徴
収
率
は
滞

納
繰
越
分
と
合
わ
せ
99
・
9
%
で
あ
っ
た
。引

続
き
こ
の
徴
収
率
を
維
持
で
き
る
よ
う
、普

通
徴
収
分
の
口
座
振
替
の
推
進
等
、納
付
環

境
の
充
実
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

保
険
料
の
調
定
額
に
対
す
る
徴
収
率
は

99
・
7
%
で
あ
っ
た
。他
の
特
別
会
計
と
同
様

に
、制
度
の
周
知
と
納
付
環
境
の
充
実
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

【
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会

計
】

　

ス
キ
ー
場
建
築
物
の
長
寿
命
化
に
向
け
て
、

簡
易
劣
化
度
調
査
を
初
め
て
実
施
し
、長
期

的
な
改
修
計
画
案
が
作
成
さ
れ
た
。改
修
に

つ
い
て
は
、費
用
の
妥
当
性
を
踏
ま
え
た
検

討
が
求
め
ら
れ
る
時
期
に
き
て
い
る
。劣
化

度
調
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、そ
の
調
査
方
法
・

内
容
が
、対
象
設
備
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

対
応
と
し
て
適
切
で
あ
っ
た
か
判
断
が
問
わ

れ
る
。

【
簡
易
水
道
事
業
会
計
】

　

大
尾
沢
浄
水
場
建
設
工
事
は
、令
和
7
年

度
の
完
了
に
向
け
、年
度
末
の
進
捗
率
は
68
・

3
%
。

　

新
設
運
用
を
開
始
し
た
機
械
・
電
気
設
備

は
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
。住
民
へ
の
水
源
確

保
・
安
定
供
給
を
行
う
重
要
設
備
で
あ
る
こ

と
か
ら
、予
防
保
全
を
重
視
し
た
保
守
基
準

や
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
監
視
通
報
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
異
常
兆

候
の
早
期
検
知
を
行
い
、

修
繕
費
な
ど
コ
ス
ト
削

減
も
考
慮
し
た
運
用
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

　

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ
き
、汚
泥
処
理
棟
の
改
築
更
新
に
係
る

基
本
設
計
を
実
施
し
、汚
泥
の
脱
水
方
法
に

つ
い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
。下
水
道
事
業

は
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
が
多
く
、特

に
敷
設
管
の
更
新
工
事
は
大
規
模
な
予
算
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
広
域
化
・
共
同
化
」
に
つ
い
て
も
、

将
来
の
健
全
な
事
業
運
営
を
見
据
え
、計
画

的
な
施
設
更
新
と
先
見
性
を
持
っ
た
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の

実
現
に
向
け
、財
政
負
担
の
軽
減
と
効
率
的

な
運
営
の
両
立
を
図
ら
れ
た
い
。

朝
日
村
監
査
委
員

令
和
6
年
度
決
算
審
査
報
告

7
月
29
日
か
ら
8
月
17
日

完成した浄水棟内部

地域レジリエンス自立分散型
エネルギー設備導入事業
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村
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

「
朝
日
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に

基
づ
き
、職
員
数・給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

［
問
］総
務
課
☎
9
9
︱
4
1
0
1

職員数の状況（各年4月1日現在）

区　　　分
職員数

対前年増減数
令和6年 令和7年

一般行政 51人 50人 △1人
特別行政（教育） 5人 7人 2人

公営事業 4人 4人 0人
計 60人 61人 1人

級別職員数の状況（令和7年4月１日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事及び主事補の職務 18人 29.5％
2級 主任の職務 9人 14.7％
3級 係長及び主査の職務 15人 24.6％

4級
課長補佐の職務 12人 19.7％
専門的な知識又は経験を必要とする村長が定める
主幹の業務
困難な業務を分掌する村長が定める係長の職務

5級 課長及び主幹の職務 3人 4.9％

6級 複雑かつ困難な業務を行う
課長の職務 4人 6.6％

計 61人 100％

職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
勤務時間 午前8時30分～午後5時15分（週38時間45分）
年次休暇の取得状況 平均10.5日（令和6年度）
育児休業の取得状況（令和7年4月1日現在） 4 名

職員の研修の状況（令和6年度）
独自研修（生成AI研修、RPA研修） 4 回 28 人
市町村職員研修センター研修 33 回 92 人

職員の服務の状況（令和6年度）
職員の営利企業等従事許可件数 1 件

職員の分限及び懲戒処分の状況（令和6年度）
分　限 1 人
懲　戒 0 人

職員の福利及び利益の保護の状況（令和6年度）
健康診断などの状況 ❖健康診断受診者数 33 人

❖人間ドック受診者数 43 人
公務・通勤災害の認定件数 0 件
不利益処分に関する不服申し立て 0 件

採用及び退職の状況
令和7年4月1日付採用者数 2人
令 和 6 年 度 退 職 者 数 1人

部門別職員数の状況
（令和7年4月1日現在）

部　　門 区　　分 職員数

普通会計
部門

議　　会 1人
総　　務 14人
税　　務 3人
農林水産 6人
商　　工 1人
土　　木 4人
民　　生 16人
衛　　生 5人
教　　育 7人

公営事業等
会計部門

水　　道 1人
下　水　道 1人

その他（介護・国保） 2人
計 61人

むらはいま
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人件費の状況（令和6年度普通会計決算）
＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

住民基本台帳人口
（令和7年1月1日） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（Ｂ／Ａ）
（参考）
5年度の

人件費率
4,263人 3,943,407千円 156,457千円 674,500千円 17.1％ 17.0％

職員給与費の状況（令和6年度普通会計決算）
＊職員手当には、退職手当は含まれていません。

職員数 （Ａ）
給  与  費 1人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給 　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 （Ｂ）
 56人 181,530千円 31,205千円 70,650千円 283,385千円 5,060千円

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和7年4月1日現在）
＊給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を加えた額です。

区　分
一般行政職（再任用を含む）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
朝日村 38.3歳 299,200円 329,800円

特別職の報酬等の状況
区　　分 月　　額 期末手当

給料
村　長 671,000円

（令和6年度支給割合）
6月期　1.725月分

12月期　1.725月分
計　3.45月分

副村長 555,000円
教育長 502,700円

報酬
議　長 269,000円
副議長 201,000円
議　員 181,000円

職員の手当の状況
期末・勤勉手当（令和6年度支給割合）

区　　分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.25月分 1.05月分

12月期 1.25月分 1.05月分
計 2.50月分 2.10月分
職制や職務の級により加算措置有り

退職手当（令和7年4月1日現在）
区　　分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
その他、役職別の貢献度に応じた調整額を加算

その他の主な手当（令和7年4月1日現在）
手 当 名 主な内容及び支給単価

扶 養 手 当 ❖配偶者：月額3,000円
❖子1人につき：月額11,500円

住 居 手 当 ❖借家・間借り等の場合　月額28,000円上限

通 勤 手 当 ❖交通機関利用者の場合：通勤に要する運賃相当額（月額55,000円限度）
❖交通用具利用者の場合：片道2km以上2,000円～片道60km以上月額31,600円

管 理 職 手 当 ❖職制上の段階により定額　　6級課長：40,000円　　5級課長：38,000円

寒 冷 地 手 当
❖世帯主で扶養のあるもの：19,800円
❖世帯主で上記以外のもの：11,400円
❖その他の職員：8,200円

特 殊 勤 務 手 当 ❖防疫等作業従事手当：日額500円
❖行旅病人等取扱作業手当：1件2,000円

時 間 外 手 当 ❖勤務1時間につき、給料月額を基本とした時間単価の125％～175％を支給

むらはいま
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住宅施策について～朝日村地域優良賃貸住宅進捗状況～

中組西住宅団地（仮称）造成工事中

小学校に太陽光発電・蓄電池の導入と高効率ＬＥＤ化に取り組みます

若者の移住定住・人口確保対策として進めています地域優良賃貸住宅の整備について、７月31日に実施しました賃貸
型集合住宅の業者を選定する一般競争入札が不落となったため、９月17日に再度入札を行い事業者が決定しましたので
お知らせします。

また、事業者決定が当初予定より遅れたため、工事完了が令和８年５月の見込みとなり、あわせて入居開始時期も延期
となります。

入居申込をご検討されている皆さまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご承知いただきますようお願いいたします。

朝日村土地開発公社では、西洗馬中組地区に住宅団地
を造成しています。全18区画で一区画81坪から119坪、
自家用車２台駐車と家庭菜園が可能な余裕のある広さの計
画です。幹線道路沿いにあり、通勤にも便利な場所です。

販売は令和８年４月を予定しています。販売価格
等詳細が決まりましたら改めてお知らせします。お
問合せは、事務局（99-3574担当：柳沢・曽根）まで。

完
成
イ
メ
ー
ジ
図

～今後のスケジュール～
令和７年 9月 建設工事業者決定
令和７年 10 月 建設工事開始
令和８年 1月 入居募集等条件公表
令和８年 5月末 工事完成
令和８年 7月以降 入居開始予定

住宅工事 事業者：松本土建株式会社

【お問い合わせ】企画財政課　企画・ＤＸ推進係　☎99-4107

【設備概要】
太陽光発電設備　　60kw
蓄電池設備　　　200kwh
高効率 LED 照明　424 基
【事業費】166,100,000 円
（補助金 1/2，地方債財政措置あり）
【導入効果】
年間 CO2 削減量　42.1t-CO2/ 年
年間ランニングコスト削減額 約 290 万円

村のゼロカーボン宣言の具現化の取組として、環境省の補助金を
活用した再生可能エネルギーの率先導入を実施し、温室効果ガス排
出削減を図るとともに、災害時の指定避難所となる小学校の施設機
能の継続性を高める（地域レジリエンス）に取り組みます。

設備導入により平時は電力コストの削減、災害による停電時には、
施設の照明・コンセント等への安定した電力供給が図られます。

この取組は昨年度の役場庁舎に続き村内２例目となります。

むらはいま
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今年度のみ！堆肥購入支援を増額します！
化学肥料からの転換や使用量低減を推進し、農地の地力向上を図るため、地域資源である堆肥の購入費の一部

を支援していましたが、令和７年度のみ支援金を増額します。

⃝支援の対象となる堆肥
牛ふん、鶏ふん等の堆肥で、令和７年４月１日から令和８年３月31日の期間に購入したもの。

※対象期間を延長しました！

⃝支援内容
村内農業者が購入し、村内農地に使用した堆肥1tあたり2,000円を補助します。
※支援金増額は令和７年度のみです。
※購入した堆肥が、１ｔあたり2,000円を下回る場合は、購入金額を限度とします。
※補助額100円未満は切り捨てとします。

⃝申請期間
令和７年11月４日から令和８年３月31日までに必要書類を
産業振興課へ提出してください。

むらはいま

8
月
27
日
、あ
さ
ひ
診
療
所
の
建
設
予

定
地
に
お
い
て
、工
事
の
安
全
と
順
調
な

進
捗
を
祈
願
す
る
、安
全
祈
願
祭
と
起
工

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
、住
民
の
皆
様
に
は
、工

事
に
際
し
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
さ
ひ
診
療
所
建
設
の
安
全
祈
願
祭
と

起
工
式
を
挙
行
し
ま
し
た

あさひ診療所の基礎工事の様子（令和7年10月下旬時点）
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性のあり方は、『からだの性』だけでなく、『性的指
向（恋愛感情がどの性別に向くか）』『性自認（自分の
性をどう捉えているか）』によって様々です。

近年、LGBTQという言葉が聞かれるようになっ
てきましたがLGBTQ以外にも、さまざまなセクシュ
アリティがあります。

LGBTQやセクシュアリティについて正しい知識
を持ち、次のことについて意識することで、LGBTQ
を含むあらゆるセクシュアリティの誰もが暮らしや
すい社会にしましょう。

健康ガイド

アセクシュアル
他者に性的感情を抱かない人

アロマンティック
他者に恋愛的に興味関心を抱かない人

Ⅹジェンダー
性自認が男性・女性のどちらとも明確ではな
い人

パンセクシュアル
あらゆる性別の人が恋愛・性愛の対象となる人

知識を深める
性に関する考え方は、日々更新されています。
新しい情報に触れてみましょう。

思い込みをやめる
異性愛者を前提とした質問や、性別を決めつけ
た呼び方をやめましょう。
他人の「性のあり方」（性別・ジェンダー・セ
クシュアリティ）を勝手に決めつけないように
しましょう。

差別的な言動に同調しない
差別的な言動を見聞きした時には、同調しない
ようにしましょう。

地域包括支援センターからのお知らせ

多様な性について ～自分らしく生きられる社会へ～

※本人からの相談はもちろん、家族や親戚からの相談もお受けします。お気軽に御連絡ください。

成年後見制度とは…

病気やけがなどで、ものごとの判断が難しい、分からないといった

時に、信頼できる人が代わりに法律的な手続き（金銭や財産の管理
やサービス手続き等）をしてくれる仕組みです。

○一人暮らしの親が訪問販売を

断れずに契約しているようだ

○銀行口座の暗証番号をすっかり忘れて

何度も変えている

○介護サービスを受けたいが

書類が難しくて分からない

○自分が亡くなった後

障がいがある子どもの生活が心配

こんなお困りごとありませんか？

困ったらまずは地域包括支援センターへご相談を

お問い合わせ　 朝日村地域包括支援センター(朝日村役場内)☎99-2251

こんな時は成年後見制度が使えるかも！
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健康ガイド

健康づくりに欠かせない「栄養（食事）」「運動（身体活動のアップ）」「休養（睡眠）」
３つの要素がありますが、その中でも毎日食べる食事は要になります。
大人も子どもも、野菜たっぷり、塩分を控えた健康な食生活を実践しましょう。

野菜は体の調子を整えるビタミンやミネラル、食物繊維といった栄養素の供給源です。β‐カロテン、ビタミンE、Cの
栄養素や、フィトケミカルといった抗酸化物質も含まれており、生活習慣病やがん予防、老化を遅らせる働きやお通
じの改善などが期待されています。日々の食事からこれらの栄養素を必要量摂るために、1日に350g以上の野菜を食
べることが推奨されています。

塩分は食事から摂取しますが、現代人は「塩分過剰」な状態で、摂り過ぎによる血管の動脈硬化、生活習慣病（高血
圧や心臓病・脳卒中等）が問題になっています。通常の食生活では、塩分が不足することはありません。朝日村では
80％以上の人が目標量より多くとっている現状があります。自分自身が塩分をとり過ぎているといった意識を持ち、
適塩目指して減塩に取り組みましょう！

“野菜のおかず”がない食事
の回数を減らす
・1日５皿の野菜のおかずを食べる
には１食につき1～2皿（70～
140g）食べていくと、目標量を満
たすことができます。
・1食で3皿分（210g）の野菜を食
べるのはなかなか難しいです
ね。ビタミンやミネラルなどの栄
養素は一度に摂るより分けてとっ
た方が体に良いので、“食事に野
菜”で１日5皿を目指しましょう。

緑黄色野菜とその他の野菜は1：2
(120gと230ｇ)のバランスで摂ろう
・野菜はそれぞれ含まれている栄養素
が違います。いろいろな野菜を組み
合わせて食べるのがおすすめです。彩
りや旬を考えて選んでみましょう。

きのこや海藻も含めてOK
・朝日村のみなさんは、目標量に足りて
いない人が多くいます。
・手軽に買えるきのこ、加熱しなくてもそ
のまま食べられるトマトやレタスなどを
常備して野菜不足を補いましょう。

食事に野菜 食事に野菜 ～1日に５皿を目標に～　

1日５皿目指して、Let‘sトライ

マイナス１ｇ目指して、Let‘sトライ

お問い合わせ 健康・食事の相談は 住民福祉課　健康づくり係　☎99-2540

１皿分の野菜の量はおよそ 70ｇ
１日の野菜摂取の目標は 350g 以上

野菜ジュースは特徴を知って、栄養の補助として飲みましょう
・「１日分の野菜」と表示されていてもあくまでも原料の野菜量のこと。製造工程
でビタミンCや食物繊維が減少している、血糖値が上昇しやすいなどの特徴があ
ります。あくまで野菜不足を補う補助的なものとして考えましょう。

味つけはうす味でも、
人より多く食べていたら、

塩分摂取量が多くなるので注意。

適塩で健康に！適塩で健康に！～目指せ塩分マイナス1ｇ～
１日の食塩摂取の目標量

男性 7.5g 未満 / 女性 6.5g 未満
高血圧等の方 6.0ｇ未満

塩分を含む食品を
調味料代わりに使おう
・ハム、ベーコンなどの肉加工品、ち
くわやさつま揚げなどの練り製品
には２％前後の塩分が含まれてい
ます。
・例えば、チャーハンはベーコンの塩
分で味付けし、塩などの調味料は
使わない工夫をしてみましょう。

栄養成分表示を見て買おう
・1食で摂る食塩の目安（1日の目標
量を３食で割った場合）は男性
2.5g未満、女性2.2g未満。
・容器包装された食品には「栄養
成分表示」が表示されています。
買う時、食べる時に“食塩相当量”
を確認して、塩分のとり過ぎを防
ぎましょう。

食事は味わって食べよう
・うす味でも食べ過ぎると、塩分の
過剰摂取につながります。
・よく噛んで、ゆっくり、味わって食べ
ることで、うす味でも満足ができ、
食べ過ぎを防ぐことができます。

～健幸づくりは、食事から～



14

情報ひろば

「民生委員・児童委員」は、地域福祉をサポートする身近な相談相
手です。朝日村は、12名の民生委員・児童委員がいて、安心して暮
らせる地域づくりのために様 な々活動を行なっています。

村民の皆さんと同じ立場で相談にのり、必要であれば福祉制度や
サービスを受けられるように関係機関へつなぐ役割を果たします。

村内６箇所で子どもの朝の通学を見守り、通学路の環境整備も行っています。
この他、米寿祝い等の訪問や村の介護施設の運営推進委員も務めています。

ＪＡ営農女性専門部が行う地域貢献
「おすそわけ農産物事業」や社協が
行う「一人暮らし高齢者ふれあい料理
配食事業」の配布協力も行います。

活躍してます「民生委員・児童委員」
民児協のロゴマーク

任期は３年間です。今年12月に委員改選があります。

様々な自主活動に取り組んでいます様々な自主活動に取り組んでいます

◉民生児童委員…地域の見守りと相談相手となり専門機関への
つなぎ役を担当。

◉主任児童委員…子育てに関する支援を専門に担当。

祝
長寿長寿

　9月11日、敬老の日を前に今年度100歳を迎え
られる2名と100歳以上の2名の方へ、村からの
長寿年金や祝品をお届けしました。祝品は朝日
村産カラマツ額です。今年度米寿を迎えられる
皆様へは、民生児童委員が祝品と米寿祝補助
券を各ご家庭へ伺いお届けしました。皆さまどう
ぞこれからもお身体をいたわり、末永いお幸せ
を心よりお祈り申しあげます。

 

これからもお元気で
今年度「長寿」お祝いの対象者はご覧の人数となります
◆100歳以上
　2名（女性2名）
◆100歳
　2名（女性2名）
◆米寿（88歳）
　33名（男性9名、女性24名）

村産カラマツ額村産カラマツ額

【お問い合わせ】住民福祉課 ☎99-4102

近藤冨美さん〈中古見〉

　ご自宅に小林村長が訪問し、ご長寿を祝いました。冨美さ
んは大変喜ばれ、健康の秘訣をお答えいただきました。
「100歳を祝っていただきありがとうございます。良く食べ、
良く動き、前向きに考え、嫌なことは忘れるようにしていま
す。」　私たちが帰る際も、軽やかに玄関先に出て、笑顔で
見送っていただきました。

大14.8.11生まれ
齊藤ゆた子さん〈大石原〉

　ゆた子さんは、施設に入居され
ています。良く食べ、痛むところも
なく元気にお過ごしとのことで
す。元看護師さんで、良く気配りを
される方でお友達を大切にされて
いるご様子です。

大14.9.30生まれ

祝 百 歳
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ハ
ラ
）

と
は
、
言
葉
や
態
度
に
よ
る
精
神
的
な
暴

力
や
嫌
が
ら
せ
行
為
で
す
。
家
庭
や
職
場

な
ど
身
近
な
場
所
で
起
こ
り
う
る
問
題
で

あ
り
な
が
ら
、
気
づ
か
れ
に
く
く
深
刻
化

す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ラ

ハ
ラ
事
例
を
多
く
扱
っ
て
き
た
弁
護
士
か

ら
そ
の
実
態
や
対
策
を
学
び
、
ご
自
身
や

大
切
な
人
を
守
る
き
っ
か
け
と
し
て
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費
無
料
、申
込
不
要
で
す
。

【
開
催
日
時
】

令
和
7
年
11
月
22
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

【
場　

所
】

朝
日
村
役
場　

第
1
・
2
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

☎
9
9
‒
4
1
0
1

二
つ
目
は
、「
木
札
」の
製
作
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た

と
き
に
先
ず
感
じ
た
こ
と
が
、手
軽
に
持
ち

帰
れ
る
お
土
産
品
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

そ
こ
で
登
山
者
や
観
光
客
な
ど
朝
日
村

に
来
た
記
念
の
お
土
産
品
を
作
ろ
う
と
思
い
、

朝
日
村
産
の
カ
ラ
マ
ツ
を
活
用
し
木
札
製
作

に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

今
回
は
木
札
に「
朝
日
村
」と「
鉢
盛
山
」

の
印
字
を
し
た
2
種
類
を
製
作
し
、7
月
下

旬
よ
り
観
光
協
会
の
窓
口
で
販
売
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
朝
日
村
に
来
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
施
策
な
ど
を
実

施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖当日の有権者数3,606人（在外含む）
❖投票総数2,266
　　有効投票2,223
　　無効投票43
❖投票率62.84％　

令
和
７
年
７
月
20
日
執
行

第
27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙 

長
野
県
選
出
議
員
選
挙 

投・開
票
結
果

各候補者の得票数（届出順）

候補者名 党　派 得票数

竹下ひろよし 参政党 449

藤田ひかる 自由民主党 666

羽田　次郎 立憲民主党 915

山田ゆうじ チームみらい 159

加藤　英明 ＮＨＫ党 34

今後の選挙の予定
長野県知事選挙
令和8年8月31日
（任期満了日）

情報ひろば

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
報
告

「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
事
例
と
対
策
」講
座

を
開
催
し
ま
す
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8
月
3
日
、
鉢
盛
山
を
舞
台
に「
第
七

回
鉢
盛
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。平
成
30
年
に
開
村
1
3
0
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始
ま
り
、
第
七
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。コ
ー
ス
は
、鉢
盛
山
山

頂
を
折
り
返
す「
ス
カ
イ
コ
ー
ス
」
38
km
、

登
山
口
を
折
り
返
す「
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
」

32
km
、林
道
ゲ
ー
ト
を
折
り
返
す「
ロ
ー
ド

コ
ー
ス
」12
km
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

今
大
会
は
、ス
カ
イ
コ
ー
ス
2
1
5
名
、

ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
91
名
、ロ
ー
ド
コ
ー
ス
77

名
、
計
3
8
3
名
の
参
加
者（
過
去
大
会

最
高
）と
、大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
1
1
5
名
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

大
会
当
日
の
開
会
式
で
は
、一
面
曇
り

空
で
し
た
が
、
鉢
盛
山
上
空
だ
け
が
晴
れ

9
月
13
日
、小
雨
の
降
る
中
、緑
の
コ
ロ
シ
ア
ム

と
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
を
会
場
に「
第
9

回
朝
日
村
大
博
覧
会
」が
開
催
さ
れ
、村
内
外
か
ら

約
5
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
に
は
、ト

ラ
ッ
ク
や
建
設
重
機
、自
衛
隊
の
高
機
動
車
、消
防

車
、パ
ト
カ
ー
、白
バ
イ
、積
載
車
な
ど
が
一
堂
に

集
結
し
ま
し
た
。

緑
の
コ
ロ
シ
ア
ム
で
は
最
初
に
朝
日
村
消
防
団

ラ
ッ
パ
班
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
は
出
店
者
25
店
舗
で
過
去
最
多
と
な
り
、会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。愛
知
県
西
尾
市
か

ら「
と
き
え
い
」さ
ん
が
干
物
を
持
参
し
て
出
店
。

高
校
生
や
大
学
生
の
出
店
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
体
験
な

ど
の
企
画
も
あ
り
、会
場
内
は
活
気
に
満
ち
て
い
ま

し
た
。別
会
場
で
は
ク
ラ
フ
ト
体
験
会
ま
つ
り
を
同

時
開
催
。ス
キ
ー
場
の
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
は
紙

飛
行
機
づ
く
り
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
鉢
盛
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
合
唱

部
の
演
奏
や
陸
上
自
衛
隊
松
本
駐
屯
地
の
松
本
ア

ル
プ
ス
太
鼓
の
演
奏
、パ
フ
ォ
ー
マ
ー
ポ
テ
ト
さ
ん

の
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
本
ア
ル
プ
ス
太
鼓
の
力
強
い
太
鼓
の
響
き
は
、

会
場
全
体
が
震
え
る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

毎
年
恒
例
の「
ボ
ル
シ
チ
」も
多
く
の
方
か
ら
お

い
し
か
っ
た
と
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
は

長
野
県
の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ル
ク
マ
」も
登

場
し
、会
場
で
は
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
働
く
車
」の
エ
リ
ア
で
は
、目
を
輝
か
せ

た
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
、
車
両
に
乗
っ
て
満
足

す
る
と
次
の
乗
り
物
へ
と
移
動
し
、そ
の
後
ろ
姿
を

追
い
か
け
る
保
護
者
の
姿
が
微
笑
ま
し
い
光
景
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

終
始
小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、サ
ブ
タ
イ
ト

ル
の
狙
い
ど
お
り
、
子

ど
も
た
ち
の
眩
し
い
笑

顔
が
さ
ん
さ
ん
と
朝
日

村
を
照
ら
し
て
く
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

て
お
り
、ま
る
で「
こ
こ
で
待
っ
て
い
る
よ
」

と
選
手
た
ち
に
語
り
か
け
て
い
る
か
の
よ

う
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
村
内
や
林
道
、
山
道
に
待

ち
受
け
る
急
勾
配
な
道
が
続
く
過
酷
な

コ
ー
ス
に
加
え
、当
日
は
猛
暑
日
と
な
り
、

選
手
た
ち
の
体
力
を
極
限
ま
で
試
す
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
の
皆
さ
ん
の
応
援
に
よ
り
、

「
沿
道
か
ら
の
応
援
が
力
と
な
り
最
後
ま
で

諦
め
ず
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」な
ど

選
手
か
ら
温
か
い
コ
メ
ン
ト
を
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
会
開
催

に
あ
た
り
、

ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た

だ
き
ま
し

た
村
民
の

皆
様
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
・
選

手
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
三
百
名
山
2
4
4
7

第
七
回
鉢
盛
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン

鉢盛山へ向かう選手たち

鉢盛山山頂にて

協力いただいたスタッフのみなさん

子どもに囲まれるアルクマ

重機の乗車体験

松本アルプス太鼓の演奏

第
9
回　
朝
日
村
大
博
覧
会

〜
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
さ
ん
さ
ん
朝
日
村
大
博
覧
会
〜
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避難所受付（古見）

ダンボールベッド組み立て（古見）

備蓄食配布（古見）

資機材確認（針尾）

避難所受付（西洗馬）

ダンボールベッド組み立て（小野沢）

炊き出し（西洗馬）

資機材確認（入二）

災害用トイレ組み立て（西洗馬）

パーテーション組み立て（小野沢）

放水訓練（針尾）

防災士講習会（小野沢）

地震総合防災訓練実施報告
9月7日（日）に朝日村地震総合防災訓練を実施しました。
近年発生している大規模な災害の教訓から、「我が家は無事です!」の目印としてタオルを玄関等に掲げるよう事

前周知したことにより、2,717名の安否を確認することができました。今後もタオル掲出の目的や重要性を啓発し
てまいります。

訓練会場では、避難所訓練や放水訓練、炊き出し、資機材の確認など、自主防災会が主体でさまざまな訓練が行
われ、437名の方が積極的に参加しました。

❖訓練の様子



18

情報ひろば

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興
協

会
が
実
施
し
て
い
る
地
域
活
動
助
成
事
業

（
宝
く
じ
の
助
成
事
業
）
を
活
用
し
、
今

年
度
は
「
災
害
用
発
電
機
及
び
蓄
電
池
」

を
整
備
し
ま
し
た
。

大
規
模
な
地
震
や
自
然
災
害
が
発
生
し

た
際
に
、
電
力
供
給
の
確
保
と
し
て
消
防

団
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
大
変
重
要

な
装
備
品
で
あ
り
ま
す
。

出初式

春の総合訓練

お夏まつり警戒

鉢盛中学校合同訓練

表彰式

秋季訓練

あさひネイチャーフェス

任命式

松本消防協会ラッパ吹奏大会

小学校避難訓練

保育園啓発活動

朝日村消防団の取り組みを紹介します！
朝日村消防団は、有事の際の消火・災害活動以外にも、地域住民の皆様の安心安全と防災力を高めるために、

さまざまな活動に積極的に取り組んでおります。

令
和
７
年
度

地
域
活
動
助
成
事
業
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こ
の
9
月
か
ら「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律 

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令
和
7
年

法
律
第
28
号
）」に
お
い
て
、人
の
日
常
生
活
圏
に
ク
マ
・
イ
ノ

シ
シ
が
出
没
し
た
際
、安
全
確
保
等
の
条
件
の
下
で
、市
町
村

が
委
託
等
し
た
者
に
よ
る
銃
猟
を
可
能
と
す
る
緊
急
銃
猟
制

度
が
全
国
に
お
い
て
実
施
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、朝
日
村
内
に
お
い
て
、

①
危
険
鳥
獣（
ク
マ
等
）が
人
の
日
常
生
活
圏（
住
居
、広
場
、

乗
物
等
）に
侵
入

②
危
険
鳥
獣
に
よ
る
人
の
生
命
・
身
体
へ
の
危
害
を
防
止
す

る
措
置
が
緊
急
に

必
要

③
銃
猟
以
外
の
方
法

で
は
的
確
か
つ
迅

速
に
危
険
鳥
獣
の

捕
獲
等
を
す
る
こ

と
が
困
難

④
避
難
等
に
よ
っ
て
地
域
住
民
等
に
弾
丸
が
到
達
す
る
お
そ

れ
が
な
い
場
合

以
上
の
四
つ
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
場
合
は
、集
落
付
近

で
銃
に
よ
る
捕
獲
駆
除
を
実
施
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

商
工
観
光
林
務
係

☎
︎9
9
‒
4
1
0
4

こ
の
数
年
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど
を
枯
ら
す
「
松
く
い
虫
」
に
よ
る

「
松
枯
れ
」
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

松
枯
れ
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
微
生
物
が
、

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
カ

マ
ツ
な
ど
が
感
染
し
て
枯
れ
る
も
の
で
す
。

朝
日
村
で
は
松
く
い
虫
被
害
に
対
し
て
、
山
林
内
の
枯
損
木
の
伐

倒
駆
除
の
ほ
か
に
、
ご
自
宅
の
庭
木
等
の
樹
幹
注
入
・
伐
倒
駆
除
補

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
一
気
に
枯
れ
た
ア
カ
マ
ツ
は
、
松
く
い
虫
が
原
因

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
周
囲
に
松
く
い
虫
被

害
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
補
助
金
を
活
用

し
た
適
切
な
処
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

［
朝
日
村
松
く
い
虫
被
害
防
除
事
業
補
助
金
の
ご
案
内
］

❖
補
助
内
容（
庭
木
等
山
林
以
外
の
ア
カ
マ
ツ
等
）

　

防
除
費
用
の
全
額

　
・
樹
幹
注
入
（
感
染
予
防
）　
　
　

5
万
円
上
限
（
※
）

　
・
伐
倒
駆
除
（
被
害
木
の
処
理
）　

10
万
円
上
限

❖
補
助
対
象

申
請
者
が
村
内
在
住
、村
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
、対
象
木
が

村
内
に
あ
る
こ
と
、対
象
木
が
標
高
9
0
0
m
以
下
、山
林
以
外

に
あ
る
こ
と
。（
※
樹
幹
注
入
は
、同
じ
補
助
金
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
場
合
、5
年
を
経
過
し
た
後
の
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

商
工
観
光
林
務
係

☎
9
9
‒
4
1
0
4

ク
マ
等
の
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
つ
い
て

松
く
い
虫
被
害
防
除
事
業
補
助
金

（
樹
幹
注
入・伐
倒
駆
除
）に
つ
い
て

長野県産材で作られた
木質調度品の購入費用を一部支援します
脱炭素社会実現に向けたウッドチェンジを推進するため、木質
調度品の購入を一部補助します。

補
助
対
象

・合法的に流通し長野県産材を7割以上使用した木質調度
品

・朝日村民が登録事業者から直接購入し、破損、紛失の防
止に努め、譲渡販売しないもの（建具等は含まない）

補
助
金
額

・村内の登録事業者から購入する木質調度品の購入費用の
1／2（4万円上限）

・2,000 円以上のもので、事前に申請され認めたものに
限ります。

備
考
・補助申請いただいた場合、村が行う広報活動にご協力く
ださい。

森林普及啓発活動の
研修会や体験会を支援します

森林の多面的機能の啓発や森林整備を担う人材の
確保・育成するイベント・研修会・勉強会にかか
る費用の一部を補助します。
補
助
対
象

・村内の団体等が主催する多面的機能の普及
啓発や森林整備の人材確保、育成にあたる
イベントなど

補
助
金
額

・対象経費の10／10（１団体5万円上限）
（対象経費：講師に係る報償費・旅費、開
催に係る消耗品費・使用料・保険料など）
・事前に申請され認めたものに限ります。

備
考
・参加者を広く募り、アンケートを実施、回
収が必要です。

詳しい条件や活用をご検討されている場合は、あらかじめ下記までご相談ください。
【お問い合わせ】産業振興課　商工観光林務係（☎99-4104）

朝日村
公式ホームページ

環境省
緊急銃猟制度



雪の季節がやってきました。
除雪作業の効率化のため、
皆さんのご協力を。

◆除雪車が通過した後に寄せ雪が庭先に残ってしまう場合
がありますが、各家庭で片付けをお願いします。
◆道路沿いの空き地や田畑に雪を寄せ付ける場合があり
ますが、ご協力をお願いします。
◆通学路の歩道及び地区内道路で子どもたちの歩くス
ペースについては、子どもたちの安全確保のため、住民
協働による除雪作業にご協力をお願いします。

お願いしたいこと

【除雪作業前】
◆道路にはみ出している樹木の処理や路上駐車は除雪作業車が
通行できない原因となりますので、事前に対応をお願いします。

【除雪作業中】
◆危険ですので除雪作業車には近づかないようお願いします。ま
た、除雪作業車が近くに来ましたら離れるようお願いします。

【除雪作業後】
◆道路・水路に雪を捨てないでください。多量の雪を捨てる時は
かたくりの里前と松の木橋右岸の鎖川にお願いします。

気をつけていただきたいこと

広報 あさひむら  2025年11月号 〒390-1188長野県東筑摩郡朝日村大字古見1555-1　☎0263-99-2001
e-mail info@vill.asahi.nagano.jp　URL http://www.vill.asahi.nagano.jp/朝日村発行 川越印刷株式会社印刷

　除雪作業は日中の交通量が多いときに行うと交通に支障が

出てしまい事故の恐れもありますので、状況に応じて交通量の

少ない深夜（夜 23：00 ～朝 6：00）の時間帯に行います。また、

朝方に大雪が降った場合は、朝の交通ラッシュと重なり混乱が

予想されますので、除雪作業を見合わせることがあります。 

※村で融雪剤（塩化カルシ
ウム25kg）を無料配布し
ていますので路面凍結対
策としてご活用ください。

風食防止対策実施中！
 毎年、春に発生する農地の風食（砂嵐）は、視界を遮り、道路に堆積することで交通の妨げになっています。また、肥
沃な土壌の損失や土壌病害の伝搬など、農業への影響も懸念されます。
　そこで、朝日村風食防止対策協議会では、冬季に緑肥作物
（ライ麦等）で農地を覆うことによる、風食発生防止対策を推進
しています。また、ハゼリソウやヘアリーベッチ等、新たな被覆
作物も検討を進めています。地域の皆様には、風食発生防止対
策へのご理解とご協力をお願いします。

ハゼリソウ ヘアリーベッチ 緑肥麦

【お問い合わせ】
朝日村風食防止対策協議会事務局
（産業振興課農政係）☎99-4104

◉大人18,000円　 ◉子供13,000円（小学生以下）朝日村民割シーズン券第1弾

毎月村民デー 朝日村民リフト代無料　毎月第3日曜日（1月18日、2月15日）第2弾

村
民
向
け

特
典
情
報

村民割シーズン券等をお求めの際は、あさひプライムスキー場までお問い合わせください。

あさひプライムスキー場・緑の体験館コテージに関する
お問い合わせは【☎９９-３７００】までどうぞ

あさひプライムスキー場あさひプライムスキー場
あさひプライムスキー場は30周年を迎えました！あさひプライムスキー場は30周年を迎えました！

2025-
2026シーズン
営業のご案内

2025-
2026シーズン
営業のご案内

2025年12月20日土▶2026年3月8日日2025年12月20日土▶2026年3月8日日
9：00～16：009：00～16：00 8：30～16：00（食事営業時間15：00まで）8：30～16：00（食事営業時間15：00まで）

営業期間

営業時間 カルテットホール営業時間


